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会報第38号 2021 年 7 月 7 日発行

社会福祉法人 発行人 奥村 博史

東京ヘレン･ケラー協会 編集人 塚本 泉

Established in 1950 製 作 広報委員会

新業務執行理事、点字出版所長に

塚本泉元毎日新聞社内部監査室委員
つ か も といずみ

青い鳥
L'Oiseau bleu

東京ヘレン・ケラー協会は 6 月 11 日、定時評

議員会（2021 年度第 1 回）を開き、2020 年度事

業報告および決算報告のほか、定款第 1 条に「障

害福祉サービス事業の経営」を追加する議案など、

いずれも原案通り承認された。

また、任期満了に伴う理事、監事の選任につい

て審議し、福山博理事（業務執行理事）と多久島

耕治監事が退任し、新理事には元毎日新聞社・毎

日新聞グループホールディングス内部監査室委員

の塚本泉氏が、新監事には弁護士の岩﨑雄大氏が、

それぞれ全会一致で選任された。

その他の理事 5 名と監事 1 名は重任となった。

続いて同日、理事会（2021 年度第 2 回）が開

かれ、奥村博史理事が理事長に再選され、塚本氏

が業務執行理事に選定された。評議員会に先立つ

5 月 25 日の理事会（2021 年度第 1 回）で、退任

の意向を示していた福山氏の後任として、塚本氏

が点字出版所長に選任されていた。

塚本氏は埼玉県出身の 64 歳。1982 年、早稲田

大学政治経済学部経済学科を卒業し毎日新聞社に

入社。中部本社報道部、東京本社社会部、地方部

副部長、水戸支局長（部長職）、同本社代表室委員、

毎日新聞社・毎日新聞グループホールディングス

内部監査室委員などを歴任。定年後、キャリアス

タッフとして同本社編集編成局に勤務し 6 月 30

日付で退社した。

サポートの心と大切さを肝に銘じて

―― 業務執行理事、点字出版所長就任にあたって ――

塚本 泉

この度、東京ヘレン・

ケラー協会の業務執行理

事および点字出版所長を

務めることになりました。

先日、就任準備のため

協会へ向かうにあたり、

高田馬場・早稲田周辺を

相当久しぶりに歩きました。所々で再開発されて

いく街の様子、マスク姿で行き交う学生たちの姿

などを見ていて、この世は絶え間なく変化し続け

ているという意味で「諸行無常」の言葉が思い浮

かびました。

社会福祉と点字関係の業務に携わるのは初めて

です。神奈川県藤沢市を担当していた頃に伺った
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二つの展示会を思い出しました。元盲学校の美術

教諭の方は、1 枚の木の板から人形やおもちゃを

切り抜いて組み合わせる「組み木」作りに退職後

も取り組み、作品展を開いて「目の不自由な子供

たちも手で触って木のぬくもりを知り、遊び、作

る楽しさを知ってほしい」との願いを込めていま

した。

また、全ての作品に触れて楽しんでもらおう、

と彫刻家有志が協力して企画する「触れてみる彫

刻展」では、訪れた全盲の高齢男性が「これだけ

ゆっくり触れると、幸せな気持ちになれる」と笑

顔を見せていました。見えなくても手で触れ、耳

で聞き、楽しみ、学ぶことができる、そのために

できることをする、という方々の心意気に触れ、

支援の大切さを痛感しました。

駅や街で白杖を持った方が立ち尽くす姿などを

見て、声掛けをすることがあります。スムーズに

誘導できた時もある一方、意思疎通などがうまく

いかず、普通なら十数分で行ける所を行ったり来

たりして小１時間もかかってしまう失態を演じた

こともありますが、「ありがとう」の一言に救われ

ます。今回、協会主催の「同行援護従業者養成研

修」を受講する機会も得て、視覚障害者の外出支

援の知識や技術を基本から学び、今後の日常のサ

ポートや業務に役立てていく所存です。

社会福祉や協会を取り巻く環境は厳しくなり、

課題も抱えていると聞いています。新型コロナウ

イルスワクチンの接種が進んでいますが、「コロナ

禍」と呼ばれるさまざまな社会不安の問題の収束

にも、まだ時間がかかりそうです。

協会の名誉総裁であるヘレン・ケラー女史は

「盲目であることは悲しいことです。けれど、目

が見えるのに見ようとしないのは、もっと悲しい

ことです」と言われたそうです。こうした厳しい

社会状況下ですが、障害のある方々が「諸行無

情」と嘆く世にならないように、しっかりと目を

見開いて、サポートの心の大切さを忘れないよう

肝に銘じて業務に取り組み、協会と皆さんのお役

に立てればとの思いを強くしています。

どうぞよろしくお願いいたします。

理事

奥村博史 東京ヘレン・ケラー協会理事長

塚本泉 東京ヘレン・ケラー協会点字出版所長

横山晴夫 （株）ワールドスチューデントヴィレッジ

代表取締役、NPO 法人共生ネットワーク理事長

楯香津美 弁護士、青山学院常務理事

渡部聡 （公財）毎日新聞東京社会事業団常務理事

松上文彦 元毎日新聞紙面審査委員長・編集局次長

監事

岩﨑雄大 弁護士

稲山輝機 元毎日新聞社専務取締役

評議員

加藤美代子 元トーア早稲田マンション自治会長

山内修 元橫浜市立盲学校長、元ヘレン・ケラー学院専

任講師

長岡英司 （福）日本点字図書館館長

渡邊武松 ヘレン・ケラー学院同窓会会長

鈴木武夫 元東京都福祉保健局障害福祉部計画課長、

元医療法人財団綜友会理事長

長岡雄一 （福）日本盲人社会福祉施設協議会理事長

君島淳二 （福）日本障害者リハビリテーション協会

常務理事
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2020（令和2）年度卒業式

ヘレン・ケラー学院は 3 月 19 日（金）

午前 10 時から令和 2 年度卒業式・修了

式・終業式を行った。ただしコロナ禍に

より来賓は招待せず、学生と教職員のみ

の挙行となった。卒業生は高等課程 6 名。

これに高等課程 3 年修了生 1 名が加わり、

計 7 名に奥村博史学院長から卒業証書、

修了証書が授与された。つづいて、1 年間

の学業成績優秀者に贈る優等賞が 6 名に、

努力賞が 2 名に贈られた。

今年度は、同窓会長賞および一色賞の該当者は

いなかったが、同窓会からは記念品のパスケース

が、学院からは手ぬぐいが卒業生に贈られた。

学院長式辞の後、15 年講師として教壇に立たれ

た木村愛子先生と、40 年講師として教壇に立たれ

た千葉一郎先生が退職されるため、ご挨拶をいた

だいた後、学生代表から花束と記念品が贈呈され

た。また、当日の参列はかなわなかったが、19 年

講師として教壇に立たれた白木幸一先生が退任され

たことを学院長が報告した。

最後に、卒業生を代表して高等課程 5 年の

金 光良 洪さんが「患者様が 100 人いたら 100
かねみつよしひろ

通りのその人にあった施術がある。そのためにはい

くつになっても新しい知識、技術を学ばなければな

らないという姿勢を受け継ぎ、治療家として邁進し

ていきたい」と答辞を述べ、たくさんの拍手に送ら

れて会場をあとにした。

2021（令和3）年度始業式

令和 3 年 4 月 7 日（水）午前 9 時 50 分よ

り始業式が挙行された。

今年度より新入生の受け入れを停止した

ことから、第 4 学年への編入学生 1 名を加

えた在校生 2 年生から 5 年生の 14 名での

新たなスタートを迎えた。

各クラスの新担任と専任講師が紹介された。

コロナ禍で恒例の校歌斉唱やヘレン･ケラー

の歌「幸福の青い鳥」の合唱は自粛した。

昨年度に続き外来患者に対する臨床実習の見通

しはたたないが、個々の目標を掲げて、それを少

しでも達成できるよう実りある 1 年にして欲し

いと願うばかりである。
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2020（令和2）年度事業報告

【協会本部】

2020（令和 3）年は協会の前身の一つである

（財）東京盲人会館設立から 80 周年、（財）東日

本ヘレン･ケラー財団設立から 70 周年にあたる

ので、記念誌『視覚障害者とともに 創基 80 周

年／設立 70 周年 東京ヘレン・ケラー協会のあ

ゆみ』を刊行し関係者や関係施設に配布した。

コロナ禍のため第 70 回へレン・ケラー記念音

楽コンクールは中止した。

各拠点の電話回線とインターネット回線につ

いて、セキュリティを強化するなどして再構築し、

一体化し、全電話機も一新した。

就労継続支援 B 型事業所の 2022（令和 4）年

開設に向け、都など関係機関との協議を継続した。

【ヘレン・ケラー学院】

2020（令和 2）年度の学生総数は 19 人だった。

内訳は高等課程（5 年制）14 人（1 年生 2 人、2

年生 4 人、3 年生 1 人、4 年生 1 人、5 年生 6

人）、専門課程（3 年制）5 人（1 年生 1 人、2 年

生 4 人）。

卒業生・修了生は 7 人で、内訳は高等課程の 3

年修了生 1 人、5 年卒業生 6 人。卒業生・修了生

は、延べ 1,968 人となった。

閉校に向け新入生募集は行わなかった。高等課

程 4 年生に 1 人が編入し、2021（令和 3）年度当

初の学生総数は 14 人となる。

第 29 回国家試験で、あん摩マッサージ指圧師

に現役 1 人、既卒者 4 人が受験し、現役 1 人既卒

者 1 人が合格した。はり師・きゅう師は現役 6 人、

既卒者 3 人が受験し、現役 4 人、既卒者 2 人が合

格した。

【同行援護従業者養成研修事業】

コロナ禍により年間計画 5 回のところ 2 回実

施し、定員も 36 人のところ 16 人に削減し、合計

31 人が修了した。

【点字図書館】

2020（令和 2）年度の自館製作図書のタイトル

数は前年比で、点字図書が 4 タイトルの減少、デ

イジー図書は 2 タイトルの増加となった。貸出タ

イトル数では前年比で、点字図書は 10 ％減、テー

プ図書 28 ％減、デイジー図書 7 ％減となった。

2020 年度にサピエ図書館へ登録したコンテン

ツは点字データが 89 タイトル 279 巻、音声デイ

ジーコンテンツは 36 タイトル 430 時間だった。

また当館登録コンテンツの年間利用状況は、点字

データが 1,330 タイトル 4,558 巻（延べ利用者数

6,478 人）、音声デイジーコンテンツが 259 タイト

ル 2,648 時間（延べ利用者数 10,186 人）だった。

【点字出版所】

東京都知事選の「点字選挙公報」を受託して製

作・納品した。文部科学省著作点字教科書視覚特

別支援学校中学部『道徳』を受託して製作・納品

した。また同『歴史』を受託して、前期発行分を

製作・納品した。視覚特別支援学校中学部用一般

図書扱いの教科書（附則 9 条本）『技術・家庭』

を製作・発行した。

【盲人用具センター】

日本点字図書館に音声血圧計を卸し、同館から

白杖、携帯型点字器等を仕入れ、日本視覚障害者

団体連合からは音声体温計等を仕入れ、顧客の幅
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広い要望に応えた。

【海外盲人交流事業】

ネパール盲人福祉協会（NAWB）の点字教科書

発行を中心とした事業に対して、側面的支援を実

施した。正雄・順子女子・安達禮雄育英基金によ

る奨学金給付事業を実施した。CVID-19 が猖獗を

極めたため、ネパール出張は中止した。

2021（令和3）年度事業計画

【協会本部】

障害者総合支援法に基づく就労継続支援 B 型

事業所の 2022（令和 4）年度開設に向け、既に関

係機関と具体的な協議に入っているが、2021（令

和 3）年度は定款の変更や各種手続きをはじめ、

必要な改築の実施など、準備の仕上げを行う。

11 月 13 日（土）に、第 71 回ヘレン・ケラー

記念音楽コンクールを東京都文京区のトッパン

ホールで開催する。

【ヘレン・ケラー学院】

2021（令和 3）年度の学生数は 2 年生 3 人、3

年生 8 人、4 年生 2 人（うち 1 人編入）、5 年生 1

人の計 14 人の見通しである。

コロナ禍で外部の患者を受け入れなかったた

め、2020（令和 2）年度卒業生に関し、一定の条

件を課したうえで臨床実習の授業参加を許可する。

【同行援護従業者養成研修事業】

2021（令和 3）年度の研修は計 5 回計画し、約

100 人の参加者を見込んでいる。

【点字図書館】

点字・録音図書の製作体制の見直しを図り、迅

速な製作と質的向上を目指す。とくに医学関連図

書の製作に重点を置き、あはき師国家資格取得を

目指す学生に対しては、資料製作による学習支援

に努める。

音訳ボランティア養成講習を開催し、新規ボ

ランティアの確保を図る。また、活動中の点訳・

音訳ボランティアを対象に勉強会を開催し技術

向上に努める。

【点字出版所】

7 月 4 日に都議会議員選挙が執行されるので、

選挙公報点字版を遅滞なく発行できるよう尽力

する。

衆議院議員の任期満了日は 10 月 21 日なので、

日本盲人福祉委員会視覚障害者選挙情報支援プ

ロジェクトの一員として、それまでに必ず執行さ

れる衆議院議員総選挙の選挙公報点字版と同音

声版を製作する。

【盲人用具センター】

学院・図書館を通して、アフターケアを十分に

行い在校生との関係性を維持しつつ、日常生活用具

等の普及をはかる。

【海外盲人交流事業】

NAWB の点字教科書発行を中心とした事業に

対して側面的支援を実施するとともに、継続事業

である正雄・順子女子・安達禮雄育英基金の 3 基

金による奨学金給付事業の事業管理を行う。この

ため年末にネパールへ出張する。
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資金収支計算書

（自）2020 （令和2）年 4月1日 （至） 2021 （令和3）年 3月31日

法人名：社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)

事業活動による収支

収　入

視覚障害者情報提供施設事業収入 201,114,600 205,614,045 △ 4,499,445

学生生徒納付金収入 28,152,200 28,172,580 △ 20,380

その他の事業収入 2,493,000 2,493,000 0

経常経費寄附金収入 5,671,000 5,409,522 261,478

受取利息配当金収入 42,000 33,708 8,292

その他の収入 458,000 465,182 △ 7,182

事業活動収入計(1) 237,930,800 242,188,037 △ 4,257,237

支　出

人件費支出 224,519,820 224,417,890 101,930

事業費支出 34,483,000 34,083,600 399,400

事務費支出 25,054,000 24,835,662 218,338

その他の支出 0 0 0

事業活動支出計(2) 284,056,820 283,337,152 719,668

事業活動資金収支差額 (3=1-2) △ 46,126,020 △ 41,149,115 △ 4,976,905

施設整備等による収支

収　入

施設整備等補助金収入 14,456,000 14,659,571 △ 203,571

施設整備等寄附金収入 0 0 0

固定資産売却収入 0 0 0

その他の施設整備等による収入 0 0 0

施設整備等収入計(4) 14,456,000 14,659,571 △ 203,571

支　出

固定資産取得支出 35,955,918 35,953,555 2,363

固定資産除却・廃棄支出 0 0 0

その他の施設整備等による支出 0 0 0

施設整備等支出計(5) 35,955,918 35,953,555 2,363

施設整備等資金収支差額(6=4-5) △ 21,499,918 △ 21,293,984 △ 205,934

その他の活動による収支

収　入

積立資産取崩収入 62,766,820 62,964,077 △ 197,257

その他の活動による収入 0 0 0

その他の活動収入計(7) 62,766,820 62,964,077 △ 197,257

支　出

積立資産支出 5,305,320 5,501,785 △ 196,465

その他の活動による支出 0 0 0

その他の活動支出計(8) 5,305,320 5,501,785 △ 196,465

その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 57,461,500 57,462,292 △ 792

予備費支出(10) 0 0

当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) △ 10,164,438 △ 4,980,807 △ 5,183,631

前期末支払資金残高(12) 70,306,204 70,306,204 0

当期末支払資金残高(11+12) 60,141,766 65,325,397 △ 5,183,631

勘定科目
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事業活動計算書

（自）2020 （令和2）年 4月1日 （至） 2021 （令和3）年 3月31日

法人名：社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)

サービス活動増減の部
収　益

視覚障害者情報提供施設事業収益 205,614,045 238,287,228 △ 32,673,183
学生生徒納付金収益 28,172,580 32,842,660 △ 4,670,080
その他の事業収益 2,493,000 4,977,000 △ 2,484,000
経常経費寄附金収益 5,409,522 3,301,307 2,108,215
その他の収益 0 0 0

サービス活動収益計(1) 241,689,147 279,408,195 △ 37,719,048
費　用

人件費 225,090,085 230,907,909 △ 5,817,824
事業費 33,586,346 36,973,854 △ 3,387,508
事務費 24,443,083 25,813,258 △ 1,370,175
減価償却費 30,189,449 12,047,209 18,142,240
国庫補助金等特別積立金取崩額 △ 14,227,751 △ 4,759,195 △ 9,468,556
徴収不能額 0 0 0
徴収不能引当金繰入 0 0 0
その他の費用 0 0 0

サービス活動費用計(2) 299,081,212 300,983,035 △ 1,901,823
サービス活動増減差額(3=1-2) △ 57,392,065 △ 21,574,840 △ 35,817,225

サービス活動外増減の部
収　益

受取利息配当金収益 33,708 38,112 4,404△        
その他のサービス活動外収益 465,182 1,714,706 △ 1,249,524

サービス活動外収益計(4) 498,890 1,752,818 △ 1,253,928
費　用

その他のサービス活動外費用 0 0 0
サービス活動外費用計(5) 0 0 0

サービス活動外増減差額(6=4-5) 498,890 1,752,818 △ 1,253,928
経常増減差額(7=3+6) △ 56,893,175 △ 19,822,022 △ 37,071,153

特別増減の部
収　益

施設整備等補助金収益 14,659,571 833,600 13,825,971
施設整備等寄附金収益 0 0 0
固定資産受贈額 0 0 0
固定資産売却益 0 0 0
その他の特別収益 0 0 0

特別収益計(8) 14,659,571 833,600 13,825,971
費　用

基本金組入額 0 0 0
資産評価損 0 0 0
固定資産売却損・処分損 11 124,748 △ 124,737
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等） △ 4 △ 2 △ 2
国庫補助金等特別積立金積立額 14,659,571 833,600 13,825,971
災害損失 0 0 0
その他の特別損失 0 0 0

特別費用計(9) 14,659,578 958,346 13,701,232
特別増減差額(10=8-9) △ 7 △ 124,746 124,739

当期活動増減差額(11=7+10) △ 56,893,182 △ 19,946,768 △ 36,946,414
繰越活動増減差額の部

前期繰越活動増減差額(12) 246,925,838 253,940,846 △ 7,015,008
当期末繰越活動増減差額(13=11+12) 190,032,656 233,994,078 △ 43,961,422
基本金取崩額(14) 0 0 0
その他の積立金取崩額(15) 57,956,000 35,931,760 22,024,240
その他の積立金積立額(16) 0 23,000,000 △ 23,000,000
次期繰越活動増減差額(17=13+14+15-16) 247,988,656 246,925,838 1,062,818

勘定科目
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貸借対照表

2021 （令和3）年 3月31日 現在

愛の光通信（LIGHT OF LOVE） No.56 2021.7 夏号・Summer

海外盲人交流事業事務局が年に2回発行する『愛の光通信（LIGHT OF LOVE）』は下記からダウンロー

ドして読むことができます。

https://www.thka.jp/kaigai/reports.html

法人名：社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会 （単位：円）

当年度末 前年度末 増  減 当年度末 前年度末 増  減

流動資産 114,006,326 107,710,746 6,295,580 流動負債 41,885,597 30,925,167 10,960,430

現金預金 88,440,261 81,384,813 7,055,448 短期運営資金借入金 0 0 0

有価証券 0 0 0 事業未払金 3,682,528 2,341,468 1,341,060

事業未収金 9,770,755 10,988,479 △ 1,217,724 その他の未払金 3,047,000 0 3,047,000

未収金 0 0 0 未払費用 1,868,883 1,857,239 11,644

未収補助金 200,000 200,000 0 預り金 2,000,000 0 2,000,000

未収収益 0 0 0 職員預り金 812,339 870,209 △ 57,870

貯蔵品 1,013,338 1,013,338 0 前受金 23,465,680 19,025,571 4,440,109

商品・製品 10,792,827 10,347,902 444,925 前受収益 0 0 0

原材料 2,785,141 2,816,179 △ 31,038 仮受金 0 0 0

立替金 4,180 2,860 1,320 賞与引当金 7,009,167 6,830,680 178,487

前払金 31,755 221,723 △ 189,968 その他の流動負債 0 0 0

前払費用 279,797 204,969 74,828

仮払金 0 0 0

その他の流動資産 688,272 530,483 157,789

徴収不能引当金 0 0 0

固定資産 482,969,315 534,272,123 △ 51,302,808 固定負債 49,251,918 48,758,210 493,708

基本財産 219,730,575 223,398,744 △ 3,668,169 退職給付引当金 48,884,418 48,758,210 126,208

土　　地 99,757,476 99,757,476 0 役員退職慰労引当金 367,500 0 367,500

建　　物 79,973,099 83,641,268 △ 3,668,169 その他の固定負債 0 0 0

定　期　預　金 40,000,000 40,000,000 0

負 債 の 部 合 計 91,137,515 79,683,377 11,454,138

その他の固定資産 263,238,740 310,873,379 △ 47,634,639

土地 0 0 0 当年度末 前年度末 増  減

建物 1,283,750 1,382,433 △ 98,683 基本金 17,849,770 17,849,770 0

構築物 5,200,499 271,939 4,928,560 国庫補助金等特別積立金 49,137,735 48,705,919 431,816

機械及び装置 4,113,635 4,167,679 △ 54,044 その他の積立金 190,861,965 248,817,965 △ 57,956,000

器具及び備品 10,692,260 6,991,691 3,700,569 施設整備等積立金(措置) 2,930,000 4,785,000 △ 1,855,000

建設仮勘定 955,862 0 955,862 建設積立金 118,326,388 156,427,388 △ 38,101,000

ソフトウェア 0 0 0 就学支援積立金 3,000,000 3,000,000 0

無形リース資産 0 0 0 施設整備等積立金 30,379,477 30,379,477 0

退職給付引当資産 48,884,418 48,758,210 126,208 人件費積立金 35,000,000 53,000,000 △ 18,000,000

役員退職慰労引当資産 367,500 0 367,500 一色賞基金積立金 1,226,100 1,226,100 0

施設整備等積立資産(措置) 2,930,000 4,785,000 △ 1,855,000 次期繰越活動増減差額 247,988,656 246,925,838 1,062,818

建設積立資産 118,326,388 156,427,388 △ 38,101,000 (うち当期活動増減差額) △ 56,893,182 △ 19,946,768 △ 36,946,414

就学支援積立資産 3,000,000 3,000,000 0

施設整備等積立資産 30,379,477 30,379,477 0

人件費積立資産 35,000,000 53,000,000 △ 18,000,000

一色賞基金積立資産 1,226,100 1,226,100 0

差入保証金 476,442 476,442 0

長期前払費用 402,409 7,020 395,389

その他の固定資産 0 0 0

純 資 産 の 部 合 計 505,838,126 562,299,492 △ 56,461,366

資 産 の 部 合 計 596,975,641 641,982,869 △ 45,007,228 負債及び純資産の部合計 596,975,641 641,982,869 △ 45,007,228

負    債    の    部

勘 定 科 目勘 定 科 目

勘 定 科 目

資    産    の    部

純    資    産    の    部

http://www.thka.jp/kaigai/reports.html
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【本部扱い】

一般寄付：稲山輝機、坂本留美、藤岡博、松田弘

之、村本拓也、毛利多榮、Paul A.S. HARVEY、

匿名希望 2 名

【ヘレン・ケラー学院扱い】

賛助会員：新井定一、牛窪多喜男、金谷紫之、金

輪孝幸、小林貴大、坂本留美、桜井茂、清水ひろ

み、杉本勝、三原美加

一般寄付：（一財）一枝のゆめ財団、湯江修道院、

青木秀則、秋本勇、新井定一、石川晶夫、石川照

子、稲見常夫・久美子、乾法行、今泉新治、植田

員弘、大島千恵子、大髙修、金井定春、金子宏、

金崎好江、神田敏男、木村きよ子、工藤博史、黒

岩康孝、黒沢絵美、江津正一、小谷政夫、坂田和

民、佐藤清、佐藤まどか、佐野雄彦、杉田安男、

鈴木旭、鈴木房江、須藤憲一、平光子、田中茂、

玉住博、当津純一、徳田好美、中村文孝、根本博

行、早川美奈子、星野博子、松井茂・はるみ、三

浦真人、三原美加、森田正春、矢作俊一、山崎登

志夫、山屋晃、横山勝幸、若鍋よし子、渡辺武松

【点字図書館扱い】

賛助会員：磯崎治子、内田一夫、片山恭子、小

柳紀男、小山幸佑、斎藤紀年夫、白木幸一、鈴木

由紀、須藤憲一、楯香津美、田中秀臣、田中雄二、

戸沼京子、畑千尋、原田秀夫、坂西ひとみ、福島

2020（令和2）年度

ご寄附者名簿

令和2年4月1日～令和3年3月31日

五十音順（個人団体の順）・敬称略

温かいご支援ありがとうございました！

ふさ子、古川雄、堀口俊二、宮本牧子、村上工、室

岡見致、山内経、山田真理子、米田日出明

一般寄附：青木素子、秋山由美子、市角誠、出田

敦子、井上喜子男、岩野英夫、宇田勉、岡和江、岡

昌彦、岡真澄、笠井実、金光良洪、北岸保郎、酒井

町子、佐子田信夫、塩田和夫、白川恵美子、鈴木健

夫、鈴木由紀、田澤芳行、田村徳章･みどり、長屋

舞、西田健治、二瓶幸子、長谷川あけみ、林武男、

日髙栄子、平野邦雄、福島久仁子、藤田ひろ子、古

川裕子、星義、本間みさ子、正木研、松田恵子、松

田千冨美、三上貴之、村瀬幸子、森明彦、柳崎秀夫、

山﨑洋子、山道広子、渡辺武松

【点字出版所扱い】

一般寄附：池田義明、杉田安男、橋本せつ子

【海外盲人交流事業事務局扱い】

一般寄附：青木貞子、朝妻洋子、安達麗子、在

田一則、安藤生、石田隆雄、岩屋芳夫、植竹清孝、

上野伊律子、遠藤利三、大垣内勇、大橋東洋彦、岡

本好司、貝元利江、勝山良三、加藤武司、加藤万利

子、川尻哲夫、川田孝子、菊井維正、楠本睦子、黒

見恵美子、小泉周二、甲賀佳子、肥塚美和子、古賀

副武、小島亮、小長谷厚子、小林義文、小林良子、

小森愛子、近藤光枝、斎藤惇生、酒井久江、坂入操、

坂本留美、佐々木信、佐藤達夫、白井雅人、杉沢宏、

鈴木洋子、高橋恵子、竹中千雄、田中正和、田村栄

子、當津純一、鳥山由子、長岡英司、生井良一、新

阜義弘、野津虎雄、長谷川ミユキ、林紘子、原田美

男、樋渡敏也、富久縞博、本間昭雄、前山博、増野

幸子、松井繁、三宅正太郎、宮下浩子、茂木幹央、

森栄司、森山朝正、山田あき子、横大路俊久、渡

辺勇喜三、NPO 法人点訳･音声訳集団一歩の会、

小林動物病院、学校法人聖明学園古和釜幼稚園、

有限会社ヤマオー事務機
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助成事業報告

下記の通りご助成を受けて、完了いたしました。

ご支援、まことにありがとうございました。

公益財団法人さわやか福祉財団

一、実習室用加湿空気清浄機× 8 台

一、総事業費 155,800 円

一、助成額 150,000 円

一、完了年月日 令和 2 年 12 月 14 日

公益財団法人愛恵福祉支援財団

一、教室用加湿空気清浄機× 7 台

一、総事業費 271,600 円

一、助成額 200,000 円

一、完了年月日 令和 3 年 2 月 1 日

公益財団法人東京都私学財団

一、私立学校新型コロナウイルス感染症対策事業費助成金

一、助成額 609,000 円

一、完了年月日 令和 3 年 2 月 4 日

※ 感染症対策に必要な消耗品・備品

公益財団法人タチバナ財団

一、セラミック電気温灸器× 3 台

一、総事業費 201,300 円

一、助成額 200,000 円

一、完了年月日 令和 3 年 4 月 22 日

公益財団法人洲崎福祉財団

一、就労継続支援 B 型事業所開業に係る人件費

および事業費の助成

一、助成期間 3 年

一、初年度助成額 3,100,000 円

一、初年度完了年月日 令和 4 年 5 月 31 日

青い鳥 L'Oiseau bleu
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公益財団法人森村豊明会

一、就労継続支援 B 型事業所開業に向けての

防火戸の設置

一、総事業費 4,180,000 円

一、助成額 3,000,000 円

一、完了年月日 令和 3 年 8 月 25 日

以上の執行は、すべてヘレン･ケラー学院

公益信託久保記念点字図書援助基金

一、立体コピー作成機および視覚障害模擬体験

レンズの購入

一、総事業費 308,000 円

一、助成額 300,000 円

一、完了年月日 令和 3 年 3 月 30 日

執行 東京ヘレン･ケラー協会点字図書館

第71回ヘレン･ケラー記念音楽コンクール開催します

「第 71 回ヘレン･ケラー記念音楽コンクール」

を 2021 年 11 月 13 日（土）午前 10 時から、東

京都文京区の「トッパンホール」にて開催します。

今回のヘレン・ケラー記念音楽コンクールは、

2020（令和 2）年 11 月 13 日（土）に厚生労働

省発表の感染症対策基本方針、および東京都新型

コロナウイルス感染症対策条例ガイドラインに

則り開催を予定しておりますが、当日の運営方法

などについては参加者の安全を最優先して、感染

拡大状況に応じて、適宜、開催方針を変更する場

合があります。

本音楽コンクール参加を希望する方は、ホーム

ページをご確認のうえお申込みください。

社会福祉法人東京ヘレン・ケラー協会

ヘレン・ケラー記念音楽コンクール係

Tel:03-3200-0525 E-mail:onkon@thka.jp

藤原章生著 『ぶらっとヒマラヤ』 絶讃発売中！
『点字ジャーナル』に 11 年以上にわたって連載している藤原氏の新著『ぶらっ

とヒマラヤ』が毎日新聞出版から税別 1,300 円で発売された。

2019 年の秋に 2 ヶ月間、ネパール･ヒマラヤのダウラギリⅠ峰（8,167m）に登

山に行った毎日新聞藤原章生記者は、8,000 ｍの高所で、老い・恐怖・死、そして

生について考えた。ローマ在住の歴史作家で随筆家の塩野七生氏推薦。
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電話・インターネット設備の更新

① ②

③④⑤

従来は協会全体で電話 2 回線を使っており、学

院・図書館と点字出版所の電話システムは別だっ

た。このため、例えば点字出版所編集課への用件

の電話が、ヘレン･ケラー学院にかかってきたら、

点字出版所の電話番号を伝えて、かけ直してもら

う必要があり、同一法人内であるにもかかわらず

外部の方に不便をおかけしていた。

2021（令和 3）年度に双方の電話の契約更新時

期が重なることがわかり、これを機に一本化する

ことにし、新システムにより協会全体で統一した

電話回線を導入することにした。

一方、インターネット回線は、従来は協会全体

で 3 回線使っており、そのうちの 2 回線は点字出

版所が使っていた。これは過去に NTT 東日本の

デジタル回線 INS ネット（ISDN）からフレッツ

光回線に早急に切り替えなければならなかった事情

があり、暫定的に工事を行ったためである。

そこでこの際、セキュリティを強化した新シス

テムにより協会全体を 1 回線に統一し、あわせて

合理化することにした。

当初は NTT 東日本の都合で 4 月以降の工事予

定だったが、相見積をとった（株）大塚商会の方が

NTT の電話機を使うにもかかわらず格安で、3 月

でも工事が可能だということが決め手となった。

まず 3 月 7 日に点字出版所が入居する毎日新

聞社早稲田別館（別館）から学院本館の屋外配線工

事（写真①）と、学院本館の屋根裏を通す屋内配線

工事（写真②）、別館 1 階（写真③）と 3 階の屋

内配線工事（写真④）、別館 3 階と協会新館 3 階

から同 1 階までの屋内配線工事を行った。そして

3 月 13 日（土）に主装置を設置（写真⑤）し、各

電話機と接続して各種設定を行い無事終了した。

青い鳥 L'Oiseau bleu
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水道メータかさ上げ工事と

漏水管の修理工事

4 月 14 日、早

稲田別館脇に埋め

てある水道管から

漏水があると通報

があり、東京都水

道局が調査にきた。

現場は協会と早

稲田別館の間で、

水道局の職員が、

棒のような検査器

具で、漏水箇所を

発見した。

漏水箇所は掘っ

てみないとピンポ

イントでは特定できないが、明治通りから見て、

別館の半分より手前に排水枡があるので、その周

辺とのことだった。

その説明の中で、無視できない指摘があった。

当協会の新館前に水道メータがあるが、通常より

深いところにあるので、かさ上げするようにとの

指摘である。そうしないと、漏水を修理した本管

を接続できないというのである。

なんと 1973 年 4 月に竣工した新館建設時に建

設業者が勝手に行った工事の後始末を、48 年後に

行うことになったのだ。

費用はメータのかさあげ工事は協会負担で、漏

水管修理工事は東京都水道局負担になった。そし

て、4 月 24 日に比較的簡単な水道メータのかさ上

げ工事が行われた後、重機を使った本格的な漏水

管修理工事が 30 日に行われた。

『協会のあゆみ』データ版

発行のお知らせ

小紙前号でお知らせしたように、当協会は 2020

年で、創基 80 周年／設立 70 周年で、これを記念

して墨字冊子による『視覚障害者とともに 創基

80 周年／設立 70 周年 東京ヘレン･ケラー協会

のあゆみ』を発行し、関係者・施設・団体に配布し

た。その後、同点字版、テキスト版、PDF 版も製

作し CD にまとめるとともに、協会のホームペー

ジからダウンロードして読むことができるようにし

た。さらにサピエ図書館からも点字版をダウンロー

ドすることができるので、「東京ヘレン･ケラー協会

のあゆみ」で検索していただきたい。

（https://www.thka.jp/about/history.html）

サピエ図書館からは、20 年前に協会が発行した

『視覚障害者とともに 50 年』の点字版もダウン

ロードして読むことができるが、『協会のあゆみ』

と比較すると同一でなければならない固有名詞等が

一部異なっている。例えば「米通信社 UP 極東支

配人マイルズ･ヴオーン」の名は、『協会のあゆみ』

では「マイルス･ボーン」とした。国際報道に貢献

したジャー

ナリストを

表彰する

「ボーン・

上田記念国

際記者賞」

にその名を

残している

ので、現在の新聞で紹介される一般的な書き方にそ

ろえたのだ。このように異なっている場合は、『協

会のあゆみ』を優先していただければ幸いである。

https://www.thka.jp/about/history.html
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編集後記

業務執行理事を退任しましたので、今号から広

報委員長は、塚本泉業務執行理事に交代しました。

広報委員長は慣例により常務理事／業務執行理事

が就任することになっているためです。しかしな

がら新業務執行理事の就任は 7 月 1 日付である

ため、本号の編集は私（福山）が担当しました。

この 1 年半、当協会も新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）にすっかり振り回され、それぞ

れの部署で徹底した感染対策を行いました。この

ため、昨年は当協会の「創基 80 周年／設立 70 周

年」という節目の年であったにもかかわらず、多

くの業務を自粛せざるを得ませんでした。

私は 66 歳で高齢者ということもあり、5 月 28

日に 1 回目の新型コロナワクチン接種を、7 月 2

日に 2 回目を行うことができました。

集団免疫を得るために必要な免疫を持つ人の割

合は、COVID-19 の場合は最低でも 60 ～ 70 ％が

必要とみられており、その実現にはまだ時間がか

かりそうです。

今春、当協会のネパール事業のパートナーであ

るネパール盲人福祉協会（NAWB）幹部職員 2 人

点字出版所 人事

◇採用

＜ 3 月 1 日付＞ 録音課・加藤佳菜

＜ 4 月 1 日付＞ 録音課・石本菜織

＜ 4 月 1 日付＞ 印刷課・三浦慶介

◇昇任

＜ 6 月 1 日付＞ 総務課長・立花雄大

＜ 6 月 1 日付＞ 印刷課長・古澤光江

とボランティアの夫婦 2 人が COVID-19 に罹患

しました。ネパールは完全に医療崩壊しているた

め、この 4 人は医師による手当てを受けることな

く自宅隔離だけで自然治癒しました。それは 4 人

が、新型コロナワクチンを少なくとも 1 回は接種

していたからです。わが国でもワクチン接種が飛

躍的に進むことを願うばかりです。（福山博）
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